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　令和元年に起こった出来事の中から、公民館や市民活動センター、市ホームペー
ジでのアンケートなどで選考し、決定しました。
　皆さんご協力いただき、ありがとうございました。

10大 ニ ュ ー ス10大 ニ ュ ー ス
令 和 元 年 境 港 市 の令 和 元 年 境 港 市 の

( 令和元年１１月２２日現在・順不同 )

○「クイーン・エリザベス」寄港

世界で最も有名なクルーズ船として知られ、「海の女王」

とも呼ばれる客船が、４月２４日（水）境港に初寄港しま

した。境港には昨年も多くの客船が入港し、「クイーン・

エリザベス」は今年も入港が予定されています。

○弓ヶ浜サイクリングコース一部供用開始

６月、白砂青松の弓ヶ浜サイクリングコースのうち、Ｓ

ＡＮＫＯ夢みなとタワーから米子市和田町までの区間、約

５．８ｋｍが完成しました。春には、日野川河口までつな

がり、全長約１５．８ｋｍの自転車道となる予定です。

○2019レーザー級世界選手権大会開催

境港公共マリーナを会場に、セーリング競技の世界選手

権大会が開催されました。世界各国からトップクラスの選

手が集結し、その腕を競い合いました。大会運営にあたっ

ては、多くの市民の皆さんに参加をいただきました。

○境漁港高度衛生管理型市場供用開始

　６月から境漁港に高水準の衛生管理や設備を備えた新市

場の主要部分（１号上屋と陸送上屋）が供用開始しました。

　「安全と安心が進化するみなと」をキャッチフレーズに、

新鮮で衛生管理の行き届いた水産物が、全国へ旅立ちます。

【
１
月
】

◇
消
防
出
初
式　

◇
成
人

式　

◇
カ
ニ
感
謝
祭　

◇

棋
聖
戦

【
２
月
】

◇
境
港
市
健
康
づ
く
り
推

進
計
画
策
定　

◇
さ
か
い

み
な
と
日
本
語
ク
ラ
ス
ス

タ
ー
ト

【
３
月
】

◇
水
木
し
げ
る
生
誕
祭　

◇
Ｊ
Ｒ
境
線
で
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ａ
ス
タ
ー
ト
（
Ｊ
Ｒ
西
日

本
初
の
車
載
型
Ｉ
Ｃ
改
札

機
導
入
）

【
４
月
】

◇
桜
ま
つ
り　

◇
環
日
本

海
定
期
貨
客
船
就
航
10
周

年　

◇
韓
国
・
中
国
定
期

コ
ン
テ
ナ
路
線
新
規
就
航　

◇
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
「
鬼

太
郎
必
殺
技
号
」
登
場

【
５
月
】

◇
市
民
運
動
会　

◇
中
国

横
断
新
幹
線
実
現
に
向
け

整
備
推
進
会
議
設
立

    

令
和
元
年

令
和
元
年

　
　

主
な
出
来
事

　
　

主
な
出
来
事
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○中村勝治市長が今期限りでの退任を表明

　平成１６年７月の初当選から、４期にわたり市政を担っ

ている中村勝治市長は、９月定例市議会で、今期限りで退

任することを表明しました。

（写真は平成１６年の初登庁時）

○水木しげる記念館入館400万人突破

　平成１５年３月８日に開館した水木しげる記念館の入館

者数が、９月１２日（水）に４００万人を突破しました。

　当日は鬼太郎ファミリーもかけつけ、ちょうど４００万

人目の入館者となったご家族と一緒にお祝いしました。

○（一社）照明学会「2019年照明デザイン賞」最優秀賞受賞

　平成３０年のリニューアルオープンから、妖怪の影絵が

出現するなど、来た人を楽しませている水木しげるロード

夜間演出照明が、「照明デザインの歴史に足跡を残す意義

あるプロジェクト」として高い評価を受けました。

○米子ーソウル便　運休

　米子鬼太郎空港からの国際線として利用されてきた、米

子と韓国ソウルを結ぶ定期航路は、利用者の減少に歯止め

がかからず、運休となりました。１１月には、船の便であ

る環日本海定期貨客船も２月までの運休が決まりました。

○水木しげるロード大盛況

　平成３０年にリニューアルオープンした水木しげるロー

ドは、今年も観光客などで大賑わいとなりました。４・５

月の大型連休での入込客数は、過去最高となる４３万人を

超え、リニューアル後１年では３２２万人を突破しました。

○米子鬼太郎空港リニューアル

　国内線機材の大型化や国際線の充実などにより、搭乗待

合室や保安検査場などの混雑が指摘されてきた米子鬼太郎

空港が、出発ロビーなどの拡張を行い、１０月に工事が完

了しました。

【
６
月
】　

◇
ほ
っ
と
は
あ
と
＆
福
祉

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り　

◇
ま

ぐ
ろ
感
謝
祭　

◇
美
保
基

地
航
空
祭

【
７
月
】

◇
み
な
と
祭
・
妖
怪
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
８
月
】

◇
海
と
く
ら
し
の
史
料
館

サ
メ
祭　

◇
妖
怪
そ
ぞ
ろ

歩
き

【
９
月
】

◇
市
民
の
山
散
策
ツ
ア
ー

【
10
月
】

◇
水
産
ま
つ
り　

◇
鬼
太

郎
カ
ッ
プ
駅
伝　

◇
庄
司

家
住
宅
が
県
文
化
財
に
指

定　

◇
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
進
出
決
定

【
11
月
】

◇
市
表
彰
式
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
・
金
婚
式
典　

◇

手
ぬ
ぐ
い
ひ
ら
ひ
ら　

◇

国
・
県
と
の
合
同
の
原
子

力
総
合
防
災
訓
練　

◇
い

き
い
き
浜
っ
子
祭

【
12
月
】

◇
人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル　

◇
読
書
ま
つ

り【年
間
】

◇
一
般
会
計
の
当
初
予
算

規
模
が
過
去
最
大

©
水
木
プ
ロ

©
水
木
プ
ロ

©
水
木
プ
ロ
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還付申告のお知らせ

□ 印章（スタンプ印は不可）

□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付申告の場合）

□ マイナンバーが確認できるマイナンバーカードや通知カードなど

　申告書には、申告者本人や控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および

事業専従者などのマイナンバーの記載も必要となります。

□ 本人確認書類またはその写し（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

□ 所得額がわかるもの

　①給与所得や公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細がわかるもの

　③総合課税の配当のある人（分離課税分は除く）

　　⇒　当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書など

□ 控除額がわかるもの

　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人　⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人　⇒　健康保険料などの支払い額がわかるもの

　　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付が必要です。

　③障害者控除を受ける人　⇒　障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書など

　　【障害者控除対象者認定書を利用する場合】

　　　要介護認定を受けている人のうち、令和元年１２月３１日現在６５歳以上の人で、一定の要件に該当する人は、障害

　　者手帳を持っていなくても、長寿社会課から発行される障害者控除対象者認定書で障害者控除を受けることができます。

　　詳しくは、長寿社会課（☎４７－１０３９）までお問い合わせください。

　④寄附金控除を受ける人　⇒　寄附金の内容がわかる領収書、証明書など

　　【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】

　　　ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人は、申告をしなくても寄附金税額特別控除（市・県民税）が受けられます

　　が、確定申告書を提出すると特例申請は無効となりますので、申告の際には必ず特例分を含めた全ての寄附金の証明書を

　　ご持参ください。

　⑤医療費控除を受ける人　⇒　医療費控除の明細書（様式は国税庁ホームページからダウンロードして作成）など

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人

　　⇒　家屋・土地の登記事項証明書（登記簿謄本）、借入金の年末残高等証明書、請負（売買）契約書など家屋・土

　　　地の取得年月日・床面積・取得価格がわかる書類（印紙が貼ってあるもの）の写し、補助金等の額または住宅取

　　　得資金の贈与を受けた額がわかるものの写しなど

申 告 に 必 要 な も の

申告相談に出かける前に、必要

なものが揃っているか、□ 印

にチェックして確認してみま

しょう！

所得税の還付申告および市・県民税の申告
を２月３日（月）から受け付けます

　 ▼と　き
　　２月３日（月）～３月１６日（月）　※土・日・祝日を除く
　　◇受　　付　午前８時３０分～午後４時
　　◇申告相談　午前９時～正午、午後１時～５時
　 ▼ところ
　　保健相談センター２階　研修室
　　※受付順に申告相談を行います。混み合う際は長時間お待ちいただく
　　　場合があります。
　　※期間中、税務課の窓口では作成済の申告書の提出のみ受け付けます。
　　※確定申告が始まる２月17日（月）以降は、大変混雑することが予
　　　想されますので、還付申告をされる人は、早めの申告をお願いします。

　 ▼問い合わせ先
　　◇市・県民税　税務課市民税係　☎４７－１０１７
　　◇所　得　税　米子税務署　☎３２－４１２１
　　　※米子税務署での申告相談（還付申告・確定申告）は２月17日（月）から行います。

申告会場
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還付申告のお知らせ

31 1 1 12 31

65 30 1 2

98

65 30 1 1

148

フローチャートを使って、市・県民税の申告が必要か確認してみましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目安としてご利用ください）
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市

政

概

要

報

告

令
和
元
年
度
の
財
政
見
通
し
と

令
和
２
年
度
予
算
編
成
方
針

　

は
じ
め
に
、
本
年
度
の
財
政
見
通
し

に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
に
お
い
て
、

一
般
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入
と
地

方
交
付
税
に
加
え
、
国
・
県
支
出
金
な

ど
の
特
定
財
源
に
つ
い
て
も
、
お
お
む

ね
当
初
予
算
額
を
確
保
で
き
る
も
の
と

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
来
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ

ン
が
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
総
仕
上
げ
と
し
て
、「
魅
力
と

活
気
に
あ
ふ
れ
、
心
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
予

算
を
編
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
も
の
と
見
込

ま
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
仮
称
・

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

の
本
格
化
に
加
え
、
防
災
行
政
無
線
シ

ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
の
大
型
投
資
事
業

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
一
層
規

律
あ
る
財
政
運
営
に
徹
し
、
有
利
な
財

源
の
積
極
的
な
確
保
に
努
め
、
市
債
借

入
お
よ
び
基
金
取
り
崩
し
の
抑
制
を
図

り
つ
つ
、
事
業
の
厳
選
や
経
常
経
費
の

節
減
・
合
理
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総

合

戦

略

　

境
港
市
総
合
戦
略
に
つ
き
ま
し
て
は
、

来
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
期
間
と
す
る

次
期
戦
略
の
策
定
に
向
け
、
市
民
を
は

じ
め
、
行
政
や
経
済
界
、
学
校
、
金
融

機
関
等
の
代
表
で
構
成
す
る
境
港
市
総

合
戦
略
推
進
会
議
に
お
い
て
、
協
議
を

重
ね
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
３
つ
の
目
標
は
継
承
し
つ
つ
、

国
の
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
た
基
本

方
針
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
関
係
人
口
の

拡
大
」
な
ど
、
新
た
な
視
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
先
月
開

催
し
た
２
回
目
の
会
議
に
お
き
ま
し
て
、

戦
略
に
盛
り
込
む
具
体
的
な
施
策
な
ど

の
意
見
集
約
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
年
明
け
に
は
素
案
を
取
り
ま

と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
、
来
年
２
月
に
開
催
予
定
の
会

議
を
経
て
、
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
連
携

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

に
お
き
ま
し
て
も
、
次
期
総
合
戦
略
の

策
定
を
進
め
て
お
り
、
総
合
戦
略
推
進

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
現
在
、
幹

事
会
で
鋭
意
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

中
国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹
線
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
20
日
、
行
政

や
議
会
、
経
済
界
に
加
え
、
圏
域
の
住

民
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
総
決

起
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
山
陰
新
幹
線
と
あ
わ
せ

て
次
期
整
備
計
画
路
線
に
位
置
付
け
る

こ
と
な
ど
４
項
目
か
ら
な
る
決
議
が
採

択
さ
れ
、
先
月
14
日
に
は
、
圏
域
５
市

の
市
長
が
揃
っ
て
、
決
議
内
容
を
国
へ

強
く
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
整
備
計
画
路
線
へ
の
格
上
げ

を
目
指
し
、
圏
域
の
関
係
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
促
進

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
圏
域
の
小
学
生

を
対
象
と
し
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
等
と
の
交
流
大
会
を
来
月
開
催
し
、

若
い
世
代
か
ら
の
自
治
体
の
枠
を
越
え

た
交
流
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
の
ソ
ウ
ル
便
に
つ

き
ま
し
て
は
、
減
便
の
決
定
を
受
け
て

以
降
、
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
利
用
客
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
10
月
か
ら
他
の

地
方
空
港
の
ソ
ウ
ル
便
同
様
、
運
休
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
に

つ
き
ま
し
て
も
、
韓
国
人
利
用
客
の
激

減
に
よ
り
、
先
月
28
日
か
ら
来
年
２
月

末
ま
で
の
間
、
運
休
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
運
休
の
決
定
を
受
け
、

鳥
取
県
と
と
も
に
職
員
を
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル

ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
社
に
派
遣
し
、
経
営
陣

に
早
期
の
運
航
再
開
を
強
く
働
き
か
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。
貨
物
に
つ
い
て
は

堅
調
に
推
移
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

圏
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た

「
海
の
道
」
が
一
時
的
に
途
絶
え
る
こ

と
は
、
観
光
の
み
な
ら
ず
、
経
済
活
動

に
も
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
も
の
と
懸
念

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
運
休
は
、
い
ず
れ
も
日
韓
両

国
政
府
間
の
関
係
悪
化
が
大
き
な
要
因

で
あ
り
、
状
況
を
打
開
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
係
改
善
に

向
け
た
事
態
の
推
移
を
注
視
し
な
が
ら
、

鳥
取
県
や
関
係
機
関
と
と
も
に
、
運
航

再
開
へ
の
道
を
模
索
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

10
月
27
日
に
米
子
市
に
お
き
ま
し

て
、
第
25
回
環
日
本
海
拠
点
都
市
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
韓
関
係
の
改

善
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
韓
国
の
３
市
す
べ
て
が
参
加
す
る

な
ど
、
４
カ
国
10
都
市
の
代
表
が
一
堂

に
会
し
、「
友
好
・
経
済
交
流
に
よ
る

今
後
の
発
展
と
展
望
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
活
発
に
意
見
交
換
を
行

い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
地
域
経
済
の
相
互
発
展

を
図
る
た
め
、
多
方
面
で
の
協
力
体
制

の
強
化
や
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
分

野
に
お
け
る
交
流
の
推
進
な
ど
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
実
務
者
レ
ベ
ル
の
協

議
会
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
の
入
込
客
数
が
10
月
に

２
５
０
万
人
を
突
破
し
、
平
成
23
年
以

月
定
例
市
議
会
報
告

12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
中
村
市
長
か
ら
市
政
概
要
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
連
携

観

光

振

興
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来
と
な
る
３
０
０
万
人
の
大
台
達
成
も

視
野
に
入
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
妖
怪
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
や
妖

怪
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
土
曜
夜
市
な
ど
官
民

一
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

夏
季
限
定
の
妖
怪
影
絵
に
よ
る
誘
客
が

数
字
と
な
っ
て
表
れ
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
例
年
観
光
客
が
減
少
す
る

冬
場
を
迎
え
ま
す
が
、
昨
年
に
続
き
、

ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
限
定
の
妖
怪
影
絵

に
加
え
て
、
関
係
団
体
と
と
も
に
開
催

す
る
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
の
特
別
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
よ
り
誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
妖
怪
影
絵
を
は
じ
め
と
す
る

「
夜
の
演
出
照
明
」
は
、
一
般
社
団
法

人
照
明
学
会
の
高
い
評
価
を
受
け
、
照

明
デ
ザ
イ
ン
賞
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

沿
道
の
景
観
形
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
建
物
の
改
修
等
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
お
り
、
累
計
７
件
の
改

修
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
２

件
の
改
修
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
複
数

の
相
談
も
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
街
並
み

環
境
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
は
、
９
月
12
日

に
開
館
以
来
の
入
館
者
数
が
４
０
０
万

人
を
突
破
し
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

今
後
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

検
討
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
会
議
で
、

記
念
館
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
機
能
等

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
整
備
の
方

向
性
に
つ
い
て
委
員
の
皆
さ
ん
の
考
え

が
一
致
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
月
に

開
催
予
定
の
会
議
に
お
い
て
、
提
言
内

容
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

米

子

鬼

太

郎

空

港

　

昨
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
増
改
築

工
事
が
完
成
し
、
先
月
か
ら
供
用
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
増
改
築
で
は
、
国
際
線
の
手

荷
物
受
取
所
や
到
着
ロ
ビ
ー
の
拡
張
に

よ
り
、
受
入
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ

た
ほ
か
、
混
雑
の
緩
和
と
し
て
、
保
安

検
査
場
の
検
査
レ
ー
ン
が
増
設
さ
れ
、

搭
乗
待
合
室
も
拡
張
さ
れ
る
な
ど
、
圏

域
に
お
け
る
空
の
玄
関
口
と
し
て
の
機

能
が
格
段
に
向
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

国
内
線
に
お
き
ま
し
て
は
、
東
京
便

が
就
航
55
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
10
月

に
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

乗
客
者
数
が
４
年
連
続
で
過
去
最
多
を

更
新
す
る
な
ど
好
調
が
続
く
路
線
の
一

層
の
発
展
に
向
け
、
関
係
者
一
同
が
決

意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
際
線
に
お
き
ま
し
て
は
、

ソ
ウ
ル
便
の
運
休
を
受
け
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
客
の
多
角
化
を
進
め
る
こ
と
を

関
係
機
関
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
上
海
吉
祥
航

空
が
上
海
便
を
来
月
11
日
か
ら
週
２
便

で
運
航
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
圏

域
と
中
国
の
一
大
都
市
を
結
ぶ
定
期
路

線
の
誕
生
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お

り
、
関
係
機
関
と
密
に
連
携
し
、
利
用

の
掘
り
起
こ
し
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

水

産

業

　

境
漁
港
に
お
け
る
１
月
か
ら
10
月
末

ま
で
の
水
揚
量
は
、
サ
バ
・
マ
イ
ワ

シ
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り

７
万
７
千
ト
ン
余
、
前
年
比
73
％
で
し

た
が
、
水
揚
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は

１
６
７
億
円
余
と
前
年
並
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
度
、
豊
漁
に
よ
り
漁
獲

割
当
量
を
早
期
に
消
化
し
、
漁
の
継
続

が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
々

の
漁
獲
量
を
集
計
し
、
漁
業
者
や
観
光

関
係
者
等
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
漁

獲
量
に
応
じ
て
、
業
界
団
体
が
自
主
規

制
の
強
化
を
検
討
す
る
な
ど
、
漁
期
を

通
し
て
安
定
的
な
漁
獲
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
、
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
漁
港
・

市
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
号
上

屋
に
係
る
地
盤
や
護
岸
の
耐
震
強
化
工

事
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
お
り
、
来
年
10

月
に
完
成
す
る
予
定
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。

プ

レ

ミ

ア

ム

付

商

品

券

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
消
費

の
下
支
え
を
図
る
た
め
、
市
民
税
非
課

税
者
と
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
10
月
１
日
か
ら
市
内
７

カ
所
の
郵
便
局
に
お
き
ま
し
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
て
お
り
ま

す
。10

月
末
ま
で
の
間
に
、
市
民
税
非
課

税
者
の
う
ち
申
請
い
た
だ
い
た
２
１
０

０
人
余
、
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主
８
０

０
人
余
の
皆
さ
ん
に
、
商
品
券
の
購
入

に
必
要
と
な
る
引
換
券
を
送
付
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

商
品
券
の
販
売
お
よ
び
使
用
期
限
は
、

来
年
３
月
末
ま
で
と
し
て
お
り
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
一
層
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。港

湾

　

竹
内
南
地
区
の
港
湾
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
来
年
春
の
供
用
開
始
に
向
け
、

境
港
管
理
組
合
に
よ
る
境
夢
み
な
と
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
新
築
工
事
が
竣
工
し
、
先

月
22
日
に
完
成
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
岸
壁

の
整
備
に
つ
い
て
も
、
順
調
に
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
10
月
に
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺

を
会
場
と
し
て
、
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全

国
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
海
に
ち
な
ん
だ
グ
ル
メ
が
一
堂
に

集
い
、
例
年
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

う
こ
の
大
会
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
広
く

Ｐ
Ｒ
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
と
考

え
て
お
り
、
今
後
、
市
が
中
心
と
な
っ

て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

株
式
会
社
東
京
エ
ネ
シ
ス
が
子
会
社

を
通
じ
て
、
一
般
家
庭
の
約
５
万
５
千

世
帯
分
に
相
当
す
る
１
億
６
０
０
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
余
の
年
間
発
電
量
を
誇
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
昭
和
町
に

建
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
パ
ー
ム
ヤ
シ
殻
な

ど
の
燃
料
を
調
達
す
る
に
あ
た
り
、
整

備
さ
れ
た
港
湾
が
発
電
所
の
近
隣
に
あ

る
こ
と
が
進
出
の
決
め
手
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伺
っ
て
お
り
、
境

さ
か
い
こ
う港

が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
令
和
４
年
度
中
に
稼
働

し
、
年
間
14
万
ト
ン
余
の
燃
料
が
輸
入

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
境

さ
か
い
こ
う港

の

利
用
拡
大
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

１２月定例市議会報告

米

子

鬼

太

郎

空

港

プ

レ

ミ

ア

ム

付

商

品

券

水

産

業

港

湾
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中

海

護

岸

整

備

　

西
工
業
団
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
貯
木
場
開
口

部
の
締
切
工
事
が
完
成
し
、
現
在
は
周

辺
の
護
岸
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
貯
木
場
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
に
よ
る
埋
め
立
て
が
先
月
か
ら
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

渡
漁
港
周
辺
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
末
に
着
手
し
た
内
水
排
除

施
設
の
土
木
本
体
工
事
が
完
成
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
水
路
や
ポ
ン
プ

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
中
海
護
岸
沿
い
の
市
道
渡

84
号
線
の
漁
港
か
ら
南
側
部
分
の
拡
幅

整
備
や
旧
漁
港
周
辺
道
路
の
側
溝
整
備

を
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。夕

日

ヶ

丘

団

地

　

国
の
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
を
活

用
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
お
け
る

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
を
夕
日
ヶ
丘

団
地
に
出
店
す
る
株
式
会
社
Ｋケ

ン
Ｅ
Ｎ
と

土
地
開
発
公
社
と
の
間
で
、
10
月
25
日

に
事
業
用
定
期
借
地
権
の
設
定
に
関
す

る
覚
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
４
月
の
開
業
に
向
け
、
現
在
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
健
康
増
進
の

核
と
な
る
施
設
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、

「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
開
発
し
た
夕
日

ヶ
丘
団
地
の
魅
力
も
一
層
向
上
す
る
も

の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
路
な
ら
び
に
公
共
下
水
道
の
整
備

　

生
活
関
連
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
は
、
舗
装
修
繕
や
側
溝
改

修
、
通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
９
路
線

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
通
学

路
の
安
全
対
策
を
行
う
１
路
線
に
つ
い

て
は
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
６
路
線
の
工
事
を
進
め
て
お
り
、

残
る
２
路
線
に
つ
い
て
も
年
内
の
着
手

に
向
け
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
国
横
断
自
動
車
道
岡
山
米
子
線
の
暫

定
２
車
線
で
供
用
さ
れ
て
い
る
区
間
が
、

概
ね
10
年
か
ら
15
年
の
計
画
で
４
車
線

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
月
12
日
に
は
、
期
成
同
盟
会
が
主

催
す
る
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全

線
４
車
線
化
の
早
期
実
現
と
あ
わ
せ
、

米
子
・
境
港
間
の
事
業
化
に
向
け
た
計

画
段
階
評
価
の
早
期
着
手
な
ど
を
求
め

る
決
議
が
採
択
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国

へ
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、

米
子
・
境
港
間
の
事
業
化
に
向
け
た
要

望
で
は
、
鳥
取
県
や
米
子
市
、
日
吉
津

村
と
結
束
し
、
強
く
働
き
か
け
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

道
外
港
外
江
線
の
沿
線
に
お
い
て
、
汚

水
幹
線
の
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
町
や
外
江
町
な
ど
に
お
き

ま
し
て
、
汚
水
枝
線
の
面
整
備
を
進
め

て
お
り
、
本
年
度
末
の
普
及
率
は
、
約

80
％
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
と
の
共
同

開
催
と
し
て
、
先
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
の
３
日
間
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

住
民
避
難
訓
練
で
は
、
屋
内
退
避
や

避
難
の
指
示
に
つ
い
て
、
市
内
全
域
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
訓
練
配
信
を
行
う

と
と
も
に
、
渡
、
外
江
の
２
地
区
か
ら

60
人
近
く
の
市
民
や
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ

等
を
使
用
し
た
避
難
退
域
時
検
査
会
場

ま
で
の
避
難
や
会
場
で
の
被
ば
く
検
査

等
の
ほ
か
、
一
部
の
人
に
は
、
鳥
取
市

に
開
設
さ
れ
た
広
域
避
難
所
ま
で
の
避

難
も
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、

行
政
機
能
の
移
転
先
と
さ
れ
て
い
る
鳥

取
県
庁
講
堂
へ
の
移
転
訓
練
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
一
連
の
訓
練

で
の
課
題
を
検
証
し
、
避
難
計
画
な
ど

に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

津
波
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鳥
取
県
が
津
波
災
害
警
戒
区
域
、
い
わ

ゆ
る
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
の
指
定
に
向
け

た
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
先
月
17
日

に
指
定
に
よ
る
影
響
等
に
関
す
る
住
民

説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

指
定
さ
れ
た
際
は
、
地
域
防
災
計
画

に
お
い
て
、
避
難
等
に
関
す
る
事
項
の

ほ
か
、
区
域
内
の
社
会
福
祉
施
設
等
を

避
難
促
進
施
設
と
し
て
定
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
市
に
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
・
周
知
等
が
、
避
難
促

進
施
設
に
は
避
難
確
保
計
画
の
作
成
等

が
、
そ
れ
ぞ
れ
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
に
加

え
、
対
象
と
な
る
施
設
へ
の
周
知
や
計

画
作
成
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
撤
去
等
に
対
す
る
助
成
制
度
の

周
知
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
９
月
か
ら
募
集
し
て
お
り
、

10
月
末
時
点
に
お
い
て
、
撤
去
で
３
件
、

改
修
で
２
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
ほ

か
、
複
数
の
相
談
を
受
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
な
ら
び
に
社
会
教
育

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
９
月
に
大
型
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の

普
通
教
室
に
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
平
成
29
年
度
か
ら
年
次
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
す
べ
て
の
小
中

学
校
へ
の
整
備
が
完
了
し
、
授
業
に
お

い
て
、
様
々
な
形
で
活
用
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

学
校
環
境
の
整
備
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
各
学
校
で
迅
速
な
除
雪
が
で
き
る

よ
う
に
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
へ
小
型

除
雪
機
を
配
備
し
、
通
学
路
と
な
る
市

道
の
除
雪
と
あ
わ
せ
、
児
童
生
徒
の
安

全
を
守
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
三
中
学
校
の
大
規
模
改
造

に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
施
設
計
を
終
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
必
要
と
な
る
工
事

費
を
来
年
度
予
算
に
計
上
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

余
子
小
学
校
と
統
合
し
た
後
の
誠
道

小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
の
要
望
や
意
見
の
聞
き
取
り

に
加
え
、
先
月
、
庁
内
の
関
係
部
署
で

構
成
す
る
誠
道
小
学
校
跡
地
利
用
等
庁

内
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
他
の
地
域
の
活
用
事
例
も
参
考

に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
、
入
札
に
係
る
公

告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
月
に

開
札
し
た
後
、
落
札
業
者
と
仮
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
待
機
児
童
の
急

増
な
ど
を
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
大
き
な
混
乱

は
生
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。
先
月
１
日
時

点
の
待
機
児
童
は
６
人
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
解
消
が
図
れ
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
入
園
手
続
き
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
へ
無
償
化
に
つ
い
て
き

め
細
か
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
待
機

児
童
が
生
じ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

道
路
な
ら
び
に
公
共
下
水
道
の
整
備

夕

日

ヶ

丘

団

地

防

災

対

策

子

育

て

支

援
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ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

　

こ
れ
ま
で
境
港
市
民
総
合
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
運
営

協
議
会
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
の
業
務

は
、
10
月
１
日
か
ら
境
港
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
移
管
さ
れ
、
新
た
に
設
置
さ

れ
た
境
港
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
10
月
か
ら
開

始
し
た
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
登
録
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

に
係
る
業
務
も
受
託
し
て
お
り
、
重
要

度
が
増
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
層
の
充
実
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

障

が

い

者

福

祉

の

充

実

　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
周
知
を
図
る
た
め
、
相
談
窓
口

や
利
用
方
法
な
ど
を
ま
と
め
た
手
引
き

を
、
10
月
に
市
報
と
あ
わ
せ
て
配
布
し

ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、

年
々
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

手
引
き
を
活
用
し
、
個
々
に
合
っ
た
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
時
機
を
逸
す
る
こ

と
な
く
、
か
つ
迅
速
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

に
努
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
49
人
と

な
り
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
実
施
し
て
い
る
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
、
本
年
度
は
各
地
区
に
お
い

て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
ら
の
心
と
体
の
健
康
状
態
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
個
々
の
状
態
に
応
じ
て
、

い
き
い
き
百
歳
体
操
な
ど
の
地
域
活
動

や
健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
参
加
を
促
し

た
り
、
必
要
な
人
に
は
適
切
な
専
門
機

関
を
紹
介
す
る
な
ど
、
住
民
自
身
で
フ

レ
イ
ル
の
予
防
や
改
善
に
取
り
組
む
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

境
港
市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
本
年
度
か
ら
成
人
歯
科
検
診
や

女
性
を
対
象
と
し
た
骨
密
度
検
査
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
積
極
的
に
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
受
診
勧
奨
を
行
い
、

受
診
率
の
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
産
後
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、

回
数
を
２
回
に
増
や
す
と
と
も
に
、
産

後
う
つ
の
症
状
を
確
認
す
る
質
問
票
を

取
り
入
れ
る
な
ど
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
専
門
機
関
に
つ
な

げ
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
、

回
答
結
果
を
踏
ま
え
た
産
後
早
期
か
ら

の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
死
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
ず

か
な
変
化
に
い
ち
早
く
気
付
き
、
悩
み

を
抱
え
る
人
に
寄
り
添
う
な
ど
、
適
切

な
対
応
を
図
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養

成
を
本
年
度
か
ら
始
め
て
お
り
ま
す
。

29
人
の
皆
さ
ん
が
養
成
講
座
の
受
講

を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
日

常
生
活
に
お
い
て
気
に
か
か
る
人
へ
の

声
か
け
や
相
談
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
機
関
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
問
題

　

急
速
に
進
む
高
齢
化
や
人
口
減
少
な

ど
を
踏
ま
え
、
医
療
提
供
体
制
の
見
直

し
が
議
論
さ
れ
る
中
、
国
は
再
編
・
統

合
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
全

国
４
２
４
の
公
立
・
公
的
病
院
を
公
表

し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
に
は
、
済
生
会
境
港
総
合
病

院
も
含
ま
れ
て
お
り
、
地
域
の
実
情
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
国
の
判
断
に
懸
念

を
抱
き
、
直
ち
に
鳥
取
県
に
対
し
て
、

機
械
的
な
再
編
・
統
合
を
行
わ
な
い
こ

と
を
、
国
へ
働
き
か
け
る
よ
う
に
求
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
唐
突
な
公
表
は
、
全
国
の
関

係
機
関
の
強
い
反
発
を
招
き
、
国
と
地

方
と
の
協
議
の
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
全
国
市
長

会
を
通
じ
て
、
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
８
０
５
万
２

千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１
７
６

億
７
４
４
７
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約

の
締
結
に
伴
う
、
保
留
地
の
購
入
費

４
１
３
０
万
円
余
、
補
償
対
象
給
付
の

増
加
に
伴
う
、
市
民
総
合
保
険
給
付
金

30
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

低
年
齢
児
保
育
や
一
時
預
か
り
保
育

等
へ
の
対
応
の
増
加
な
ど
に
伴
う
、
私

立
保
育
園
等
の
運
営
費
に
対
す
る
補
助

金
３
３
７
万
円
余
、
入
所
世
帯
の
増
加

に
伴
う
、
母
子
生
活
支
援
施
設
措
置
費

５
８
２
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

給
付
件
数
の
増
加
に
伴
う
、
未
熟
児

養
育
医
療
費
給
付
金
30
万
円
余
、
受
診

者
数
の
増
加
に
伴
う
、
成
人
歯
科
検
診

の
委
託
料
等
20
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
へ
の
移

行
に
あ
わ
せ
、「
魚
族
感
謝
の
塔
」
を

建
立
す
る
境
港
水
産
振
興
協
会
へ
の
設

置
費
に
対
す
る
負
担
金
35
万
円
を
増
額
。

【
商
工
費
】

　

寄
附
を
受
け
た
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

沿
い
の
家
屋
を
妖
怪
着
ぐ
る
み
の
待
機

場
所
と
し
て
改
修
す
る
経
費
２
８
０
万

円
余
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

修
繕
箇
所
の
増
加
等
に
伴
う
、
道
路

維
持
補
修
費
２
６
０
万
円
、国
の
防
災
・

安
全
交
付
金
の
増
額
に
よ
る
工
事
の
前

倒
し
に
伴
う
、
市
道
漁
港
関
連
道
線
の

舗
装
修
繕
工
事
費
１
５
２
９
万
円
余
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

来
年
４
月
の
誠
道
小
学
校
と
の
統
合

に
向
け
、
余
子
小
学
校
の
設
備
を
改
修

す
る
た
め
の
経
費
等
１
９
５
万
円
、
し

ら
ぎ
く
会
館
の
水
道
管
が
老
朽
化
し
て

い
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
敷
設
す
る

た
め
の
工
事
費
等
２
４
３
万
円
余
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
各
費
目
の
人
件
費
】

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定
に

よ
る
勤
勉
手
当
等
の
増
額
の
一
方
、
職

員
の
育
児
休
業
の
取
得
な
ど
に
よ
る

給
料
等
の
減
額
に
伴
い
、
あ
わ
せ
て

１
２
５
８
万
円
余
を
減
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰
越
金

お
よ
び
基
金
繰
入
金
、
市
債
な
ど
を
増

額
。

１２月定例市議会報告

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

高

齢

者

福

祉

の

充

実

障

が

い

者

福

祉

の

充

実

市

民

の

健

康

づ

く

り

公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
問
題
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《
繰
越
明
許
費
》

　

入
札
の
不
調
に
よ
り
、
年
度
内
に
事

業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
中
海
護
岸
整

備
関
連
事
業
に
つ
い
て
追
加
し
、
翌
年

度
に
予
算
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

市
道
維
持
修
繕
工
事
に
つ
い
て
、
本

年
度
中
に
入
札
を
行
い
、
新
年
度
当
初

か
ら
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、

文
化
施
設
の
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
、

本
年
度
中
に
指
定
管
理
者
と
協
定
を
締

結
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

追
加
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予

算
　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定

や
人
事
異
動
な
ど
に
伴
う
人
件
費

65
万
２
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

24
億
７
９
０
８
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
は
、
工
期
の

関
係
な
ど
に
よ
り
、
年
度
内
に
事
業
の

完
了
が
困
難
で
あ
る
浸
水
対
策
事
業
な

ど
２
事
業
に
つ
い
て
設
定
し
、
翌
年
度

に
予
算
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
汚
水

桝
新
設
工
事
に
つ
い
て
、
本
年
度
中
に

入
札
を
行
い
、
新
年
度
当
初
か
ら
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、
西
工
業
団

地
排
水
路
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
発
注

時
期
の
平
準
化
と
早
期
の
完
成
を
図
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

相
談
件
数
の
増
加
に
伴
い
、
相
談
業
務

に
あ
た
る
臨
時
職
員
を
１
人
雇
用
す
る

た
め
の
経
費
55
万
４
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
38
億
６
１
８
３
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
の
勤
勉
手
当
、
住
居
手
当
お
よ

び
給
料
月
額
な
ら
び
に
特
別
職
等
の
期

末
手
当
な
ど
に
つ
い
て
人
事
院
勧
告
に

準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
市
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税
額

控
除
の
対
象
と
し
て
い
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
１
団
体
に
つ
い
て
、
指
定
期

間
の
満
了
に
伴
い
、
対
象

か
ら
除
き
ま
し
た
。

■
境
港
市
営
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

　

民
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
入
居
決
定
者
の
連
帯

保
証
人
が
保
証
す
る
極
度

額
を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
な
ど
に
伴
い
、
災
害
援

護
資
金
に
係
る
償
還
金
の

支
払
猶
予
ま
た
は
償
還
免

除
を
判
断
す
る
た
め
、
貸

付
け
を
受
け
た
者
等
に
収

入
ま
た
は
資
産
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
規
定
な
ど
を

整
備
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル
お
よ
び
海
と
く

ら
し
の
史
料
館
の
指
定
管
理
者
に
、
引

き
続
き
、
一
般
財
団
法
人
境
港
市
文
化

振
興
財
団
を
指
定

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

渡
邉
俊と
し
ひ
ろ裕

さ
ん
を
再
任

１２月定例市議会報告

道
路
除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
積
雪
が
心
配
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
境
港
市
で
は
、
生
活
道
路
の
確
保
と
安
全
な
冬
道
対
策

と
し
て
、
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
除
雪
時
の
作
業
騒
音
に
ご
理
解
く
だ
さ
い

　

朝
の
通
勤
・
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
深
夜
か
ら
早
朝

に
か
け
て
作
業
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除
雪
車
の
エ
ン
ジ

ン
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

■
除
雪
に
よ
り
玄
関
先
等
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
去
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
の
際
、
や
む
を
得
ず
玄
関
や
車
庫
の
前
に
雪
を
寄
せ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
出
入
り
口
前
は
、
各
家
庭
で
の
雪
か
き
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
除
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い

　

路
上
駐
車
を
す
る
と
、
そ
の
部
分
の
除
雪
が
で
き
な
く
な
り
、

交
通
事
故
や
渋
滞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

■
道
路
ぎ
わ
の
樹
木
等
は
所
有
者
で
適
正
に
管
理
し
ま

　

し
ょ
う

　

道
路
ぎ
わ
に
あ
る
樹
木
が
、
積
雪
に
よ
り
道
路
に
倒
れ
か
か

る
と
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
交
通
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

■
消
火
栓
等
の
近
く
に
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い

　

道
路
に
は
、
万
が
一
の
消
火
活
動
に
備
え
て
、
消
火
栓
等
の

消
防
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
近
く
に
車
両
を
駐
車
さ
れ
る
と
、
消
火
活
動
に
影

響
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
積
雪
時
は
消
火
栓
等
の
位
置

が
わ
か
り
に
く
く
な
る
た
め
、
日
頃
か
ら
ご
自
宅
近
く
に
あ
る

消
防
設
備
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係　

☎
47
‐
１
０
７
３
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　SDGsってなに？
　近年、新聞報道等でも取り上げられることが多くなったSDGs（エスディージー

ズ）について、ご紹介します。

SDGsとは？

　SDGsとは、直訳すると「持続可能な開発目標」です。これは、国連が2016

年から2030年までに、「誰一人取り残さない」という理念をもとに、発展途上国や先進国を含めたすべての国々が達

成すべき共通の17の目標と169のゴールを設定したものです。

　この理念は、国だけでなく、自治体をはじめ、企業やNPOなど、あらゆる団体で取り入れることができ、現在、国

内でもSDGsの理念を取り入れたさまざまな取り組みが行われています。

１７の目標とは？

　１７の目標には、「貧困をなく

そう」「質の高い教育をみんなに」

「人や国の不平等をなくそう」な

どさまざまな項目が掲げられてい

ます。境港市においても、各種計

画等で掲げた目標や取り組みと重

なるものも多く、その理念は取り

込まれていると言えます。

もっと知りたいSDGs

　17の目標と169のゴールなど、SDGsの詳細や国内での取り組み事例などは、外務省のホームページをご覧くだ

さい。（外務省Web https://www.mofa.go.jp/mofaj/）

▼問い合わせ先　地域振興課企画係　☎４７－１０２４

公
民
館
に
配
備
す
る

　
　
　
　

小
型
除
雪
機
の
貸
出

　

市
内
の
生
活
道
路
、
歩
道
な
ど
の
除
雪
を
行
う
自
治
会
な

ど
に
、
公
民
館
に
配
備
し
て
い
る
小
型
除
雪
機
を
貸
し
出
し

ま
す
。

▼
貸
出
対
象
者

　

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
等
の
団
体

▼
除
雪
作
業
の
範
囲

　

生
活
道
路
、
歩
道
、
除
雪
困
難
世
帯
の
間
口
や
通
路
等
の

除
雪

▼
貸
出
日
数

　

原
則
、
１
回
の
貸
し
出
し
に
つ
き
２
日
以
内

　

（
貸
出
台
数
は
１
台
）

▼
費
用
負
担

◇
貸
出
は
無
料

◇
除
雪
機
の
運
搬
費
用
は
団
体
負
担

◇
除
雪
機
の
燃
料
は
市
が
準
備

▼
貸
出
手
続
き

　

公
民
館
で
貸
出
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※
休
日
使
用
の
場
合
は
前
日
ま
で

▼
安
全
の
確
保

　

除
雪
作
業
は
複
数
人
で
安
全
を

確
認
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
は
加
入
し
て
い
る
保
険
の
範

　

囲
で
補
償
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　

☎
47
‐
１
０
７
１

範
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～まちの話題～
可燃ごみの減量化についてのお願い

　これまで市民の皆さんのご協力により、可燃ごみの減量化が進んでいます。

　今後もさらなるごみ減量化をめざし、下記の４つのポイントに注意して

いただき、分別活動にご協力をお願いします。

■ 可燃ごみと軟質プラスチック類を分別しましょう
◇平成２６年１１月に軟質プラスチック類の分別収集を開始してから、５年が経過しました。その結果、毎年およそ

　２１０トンの軟質プラスチック類が収集され、可燃ごみの減量化に直結しています。

◇引き続き、発泡スチロール、プラマーク付きの袋・容器等の軟質プラスチック類は、軟質プラスチック類用指定袋

　に入れて出しましょう。

■ 生ごみ（調理くずや食べ残し）の排出を減らしましょう
◇「食材を買い過ぎない」「食材を使い切る」「残さず食べる」ということを意識しましょう。

◇生ごみはしっかりと水切りをしましょう（ひと絞りするだけで、約１０％減量できるといわれています）。

※清掃センターでは、生ごみを収集・回収してリサイクル施設に搬入し、枝木や草類と混ぜて堆肥化する事業に取

　り組んでいます（平成３０年度実績：６３トン）。

問い合わせ先
　環境衛生課（清掃センター内）

　　　　　　☎４２－３８０３

■ 古紙類を分別しましょう
◇新聞紙と折込みチラシ、ダンボール、本類・包装紙等の雑紙に分別して、各地域の指定された

　収集日・集積所に出しましょう。また、各地区の廃品回収活動や民間業者による古紙回収を

　利用することもできます。

◇名刺程度の大きさの紙は、封筒などにまとめて入れてあれば、雑紙として出すことができます。

◇個人情報が入っている文書などを捨てる際は、各自十分に注意しましょう。

。

■ 『４Ｒ』を意識しましょう
◇Ｒｅｆｕｓｅ（リフューズ）・・・ごみになるものを断る（例：レジ袋を断ってマイバッグを使う）

◇Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）・・・ごみを少なくする（例：食材を買い過ぎない）

◇Ｒｅｕｓｅ（リユース）・・・使い捨てをせずに再使用する（例：製品・部品を修理して使う）

◇Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）・・・再資源化する（例：古紙やペットボトルなどを分別する）

水 道 管 に も 冬 支 度 を
【凍結しやすい条件】
　こんな時は凍結しやすくなります。

　　◇外気温が氷点下４℃以下のとき

　　◇一日中気温が氷点下の「真冬日」が続くとき

　こんな水道管やじゃ口は凍結しやすくなります。

　　◇むき出しになっているもの

　　◇風あたりの強い場所にあるもの

　　◇北向きの屋外にあるもの

　　◇外気に触れているじゃ口

【凍結防止の方法】
①水道管の上から保温材

　（ウレタン製など）を

　巻きつける

②寝る前に台所または洗面所などから水を流しておく

【凍結してしまったときの対処法】
①凍結してしまった場合はじゃ口にタオルなどを巻き

　つけて、ぬるま湯をゆっくりかけてください。（熱

　湯だと管が破裂するおそれがあります。）

②長期不在の場合は、メーターボックス内の止水栓を

　閉めて水道管の水を抜いてください。

【凍結後の点検か所】
　気温が上昇し、凍結したじゃ口から水が出始めたら

水漏れの点検をしましょう。

▼問い合わせ先
　米子市水道局給水課　　　☎３２－６１１４

　米子市水道局境港営業所　☎４２－３０８０
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市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

～まちの話題～～まちの話題～

《
体
操
教
室
（
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
）》

【
団
体
紹
介
】

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
っ
て
何
？
と

よ
く
知
ら
な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、
い
つ

も
の
生
活
習
慣
の
中
で
歪
ん
で
し
ま
っ
た

背
骨
や
骨
盤
を
手
に
よ
っ
て
正
し
い
状
態

に
戻
す
治
療
法
で
す
。

　

歪
み
が
で
き
る
と
肩
こ
り
、
腰
痛
、
膝

痛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
て
く
る

事
が
あ
り
ま
す
。
歪
み
改
善
の
為
、
人
に

し
て
も
ら
う
施
術
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分

で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

「
食
べ
て
、
動
い
て
、
寝
る
」
事
で
す
。

　

こ
の
普
段
当
た
り
前
に
し
て
い
る
事
を

少
し
変
え
た
り
、
付
け
足
し
た
り
す
る
だ

け
で
も
歪
み
を
整
え
て
い
く
事
が
で
き
ま

す
。

　

生
活
習
慣
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
含
め
、
こ

こ
で
は
「
動
く
」
を
メ
イ
ン
に
専
用
の
ゴ

ム
や
枕
を
使
っ
て
身
体
を
動
か
し
ま
す
。

滞
っ
て
い
る
血
流
や
神
経
伝
達
を
良
く
し

て
痛
み
の
改
善
・
予
防
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

◇
渡
公
民
館　
　

月
２
回　

火
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時　

◇
中
浜
公
民
館　

月
３
〜
４
回　

木
曜
日　

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時　

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
年
齢
問
わ
ず

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
体
操
で
す
。

　

普
段
動
か
せ
て
い
な
い
関
節
や
筋
肉
を

動
か
し
て
い
く
事
で
少
し
ず
つ
動
か
せ
る

可
動
域
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
分
の
身
体
は
自
分
で
改
善
を
目
指

し
、
た
だ
無
理
は
せ
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
一
緒
に
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
皆
わ
い
わ
い
と
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
楽
し
く
体
操
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

田
邉
芳
子
さ
ん

　
　

☎
０
９
０
‐
７
３
７
３
‐
７
９
７
１

新たなターミナルがお目見え！
　「境夢みなとターミナル」で現場見学会
　竹内団地に整備が進む新たな貨客船ターミナル「境夢み

なとターミナル」の現場見学会が開催され、７．５ｍの吹

き抜けがある広い待合エリアや、美保湾・大山が一望でき

る屋上展望デッキなど、施設の一部が公開されました。

　このターミナルは、クルーズ客船等の受入玄関口になる

他、各種イベントやビアガーデンなど、賑わいにつながる

活用も計画されており、岸壁や駐車場の工事が完了したの

ち、今年４月にオープンする予定です。

 絆がはぐくむ人権のまちづくり
　人権ふれあいフェスティバル
　一人ひとりを大切にした「人権を尊重するまちづくり」

を推進するため、人権ふれあいフェスティバルを１２月

１４日（土）に文化ホールで開催しました。

　今年は「どんな性の在り方も排除されない園・学校・職

場・地域とは？」と題し、にじいろi-Ru（アイル）さんに

よる講演のほか、市内小・中学生の人権作品の展示や中学

生による人権作文の朗読、バザーなどが行われました。

　来場者は、「性の多様性」と「人権」について理解を深

めました。

★あなたのグループも紹介してみませんか？　 ▼申し込み・問い合わせ先 地域振興課広報情報係 ☎４７－１０１０
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　認知症などにより帰り道が分からなくなる人が増加傾向

にあります。ご家族が行方不明と気付いたら、すぐに最寄

りの警察署に届け出てください。

　届け出が遅れると、冬場は日没時間が早いため、夜間の

捜索となり発見が難しくなります。

　届け出が早ければ、関係機関に迅速な手配ができ、行方

不明者の早期発見につながります。

　すでに警察等で保護している場合もありますので、ため

らわず届け出をお願いします。

　なお、境港市では「認知症高齢者等事前登録事業」を実

施しています。詳しくは、市役所長寿社会課（☎４７－

１０３９）にお問い合わせください。

▼連絡先　境港警察署　☎４４－０１１０

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

～ご家族の行方が分からなくなったら
　　　　　　すぐに届け出て下さい～

　

区
画
整
理
事
業
は
明
治
時
代
よ
り
耕

地
整
理
型
や
大
火
跡
地
整
理
型
等
、
都

市
計
画
の
中
心
的
手
法
と
し
て
発
展
し
、

本
市
で
も
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
に
発
生
し
た
境
町
大
火
で

も
区
画
整
理
が
な
さ
れ
た
と
の
記
録
が

あ
り
、
大
正
時
代
に
も
町
長
を
務
め
ら

れ
た
木
村
虎
次
郎
氏
が
、
再
度
就
任
し

復
興
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
20
年
に
は
玉
栄
丸
の
爆
発
事
故

に
よ
り
、
再
度
境
町
の
市
街
地
の
３
分

の
１
以
上
が
爆
風
や
火
災
で
失
わ
れ
ま

し
た
。
戦
災
復
興
の
区
画
整
理
に
よ
り
、

戦
後
整
備
さ
れ
、
そ
の
区
域
は
今
で
も

広
め
の
道
路
が
走
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
34
年
、
建
設
予
定
の
新
し
い
市

庁
舎
を
中
心
に
幹
線
道
路
を
整
え
、
中

心
街
形
成
を
目
指
す
た
め
、
下
ノ
川
土

地
区
画
整
理
事
業
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

市
庁
舎
北
側
ゾ
ー
ン
、
境
小
学
校
周
辺

か
ら
境
線
ま
で
の
４
３
・
４
ha
が
整
備

さ
れ
、
元
町
、
湊
町
も
誕
生
し
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
、
上
道
中
野
土
地
区
画
整

理
事
業
（
６
６
ha
）
が
計
画
さ
れ
、
市

庁
舎
南
側
の
、
お
お
む
ね
東
は
外
浜
線
、

南
は
正
福
寺
、
西
は
Ｊ
Ｒ
境
線
に
囲
ま

れ
た
ゾ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
境

高
校
移
転
（
昭
和
39
年
）
、
市
民
会
館

完
成
（
昭
和
48
年
）
等
も
あ
り
、
市
街

化
が
期
待
さ
れ
る
地
域
で
し
た
。

　

平
成
３
年
、
弥
生
土
地
区
画
整
理
事

業
で
は
、
駅
や
港
湾
用
地
（
石
油
タ
ン

ク
群
の
外
港
昭
和
町
へ
の
移
転
等
）
を

含
む
総
合
的
な
整
備
（
１
４
・
７
ha
）

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
後
は
公
共

施
設
も
整
い
住
環
境
が
一
変
し
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
、
深
田
川
土
地
区
画
整
理

事
業
が
計
画
さ
れ
、
馬
場
崎
町
駅
付
近

を
北
東
端
と
し
て
Ｊ
Ｒ
境
線
の
西
側
ゾ

ー
ン
で
幹
線
道
路
の
ク
ロ
ス
す
る
区
域

１
７
・
６
ha
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
、
境
港
新
都
市
土
地
区
画

整
理
事
業
５
０
・
７
ha
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
夕
日
ヶ
丘
地
区
は
、
境
港
市
土

地
開
発
公
社
等
保
有
の
分
譲
地
が
相
当

あ
り
、
早
い
分
譲
が
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

対
応
策
と
し
て
定
期
借
地
権
制
度
を

平
成
21
年
か
ら
導
入
。
住
宅
建
設
が
促

進
さ
れ
、
懸
案
だ
っ
た
大
型
小
売
店
の

進
出
も
実
現
し
、
優
良
な
住
宅
団
地
の

形
成
が
進
み
ま
し
た
。

（
参
考
）
「
境
港
市
史
」
「
境
港
市

三
十
五
周
年
史
」
等

　
　
　
　
　

編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
3030
））　

　
　
　

〜

　
　
　

〜
区
画
整
理
事
業
の
歴
史

区
画
整
理
事
業
の
歴
史
〜〜

　新年明けまして、おめでとうございます！地域おこし

協力隊の仲里です。

　昨年は、多くの皆さんにご協力いただき、伯州綿の栽

培や伯州綿のイベントである「てぬぐいひらひら」を行

うことができました。本当にありがとうございました。

　２０２０年はさらに伯州綿のＰＲに尽力して参りま

す。何卒、ご支援のほど宜しくお願い致します。

　今年の私の抱負は、協力隊

員を卒業し、かねてより予定

しておりました「伯州綿を原

料にしたシャツの販売」を境

港市で行うことです。

　伯州綿を通じて、私が目標

とする「原料から携わったも

のづくり」を実現し、「原料

からのmade in japan」がコンセプトのシャツを提案

していきたいと思っています。

　事業内容は、伯州綿シャツのオーダーと既製品の取り

扱いです。詳細が決まりましたら、ブログやフェイスブ

ックでもお知らせしていきたいと思います。

　本年もどうぞ宜しくお願い致します。

　伯州綿ブログ：http://hakusyumen.blog.fc2.com

地域おこし協力隊員だより
農政課農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

昭和３６年頃
市庁舎から北東方面を望む
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

212消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室　☎47－ 1102

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 197

　我が国は、生活水準の向上や医療技術の進歩等によ

り平均寿命が著しく伸び、世界でも有数の長寿国とな

っています。誰であれ、年齢を重ねれば身体面や精神

面で衰えが生じることは避けられません。高齢者が生

きがいを持ちながら安心して暮らすことができる、ま

た、地域の重要な一員として尊重される社会の実現が

求められます。

　私たちは、高齢者を疎外したり、蔑視したりしては

いないでしょうか。近年、高齢者の判断力の低下を悪

用した「詐欺商法」や「振り込め詐欺」等が発生し、

大きな社会問題となっています。

　私たちはこれらの課題に対し、加齢に伴うさまざま

な衰えを正しく理解し、相談支援体制の充実、社会参

加・健康づくりの推進、暮らしやすいまちづくりの推

進等に取り組まなければなりません。

　大人も子どもも、誰もが一緒になって、高齢者が安

心して暮らせる「人権尊重のまちづくり」を推進して

いきましょう。

　がんは生涯において２人に１人かかると推計されて

います。そして、がんは死亡原因の第１位です。本市

では約３割の人ががんで亡くなっています。

　がん検診の目的はがんを早期発見し、適切な治療を

行うことでがんによる死亡を減らすことです。がん検

診を受けた後は必ず結果を確認しましょう。結果が「要

精密検査」の人は速やかに精密検査を受けてください。

精密検査を受けなかった翌年に「進行がん」が発見さ

れるケースもあります。

　早期発見、早期治療

により生存率が上昇し

ます。

　がん検診を受けた後、

「要精密検査」を放置

しないでください。

　がん検診がお済みで

ない人は、2月末まで

に受診して下さい。検

診の受け方や、ご予約

等については下記までお問い合せください。

▼問い合わせ先
　健康推進課成人保健係　☎４７－１０４１

保健師の
　　  ちょっと一言

がん検診を受けた後

高齢者が安心して暮らせる
　　　　　　「人権尊重のまちづくり」 　新成人の皆さん、ご成人おめでとうございます。

　未成年の時とは異なり、成人となったこれからは自分

の意思で自由に契約することができます。

　ただ、成人になったばかりで、社会経験の少ない皆さ

んを狙う悪質業者もいるので注意が必要です。

【事例１】もうけ話
　ＳＮＳで知り合った友人から「簡単にもうかる話があ

る」と誘われ、成功者と名乗る人から投資用ソフトの勧

誘を受けた。お金がなかったが消費者金融で借りるよう

指示され、借金して契約したものの全くもうからない。

【事例２】恋心に付け込まれて
　マッチングアプリで知り合った女性に誘われて行った

イベントでダイヤのネックレスを勧められた。そこで初

めて女性が宝石のデザイナーであることがわかり、嫌わ

れたくなかったので借金して購入したが、その後連絡が

取れなくなった。

【事例３】無料のはずが
　脱毛エステの無料体験を受けた後、今だけ特別価格と

言われ３６回分の脱毛エステを勧められた。長時間の勧

誘に疲れ契約してしまったが、高額で払えそうもない。

【アドバイス】
◇一度結んだ契約は容易にやめることはできません。

　安易な気持ちで契約することはやめましょう。

◇「簡単にもうかる」といううまい話はありません。

　甘い言葉をうのみにせず冷静に考えましょう。

◇相手に急かされても慌てて契約せず、不要な場合は　

　きっぱり断りましょう。

◇困った時は早めにご相談ください。

▼相談受付時間
　毎週月～金曜日　　午前９時～正午、午後１時～４時

成人になられた皆さんへ
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有　

料　

広　

告

informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

申
請
は
お
早
め
に
！

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入
対

象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
で
、
ま

だ
申
請
し
て
い
な
い
人
に
、
申
請
書

を
再
度
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

最
大
５
千
円
お
得
に
お
買
い
物
が

で
き
る
商
品
券
で
す
。こ
の
機
会
に
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
が
必
要
な
人

　

令
和
元
年
度
住
民
税
非
課
税
者

※
住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配

　

偶
者
・
扶
養
親
族
、
生
活
保
護
被

　

保
護
者
等
を
除
く

▼
販
売
期
間
・
商
品
券
有
効
期
間

　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

昨
年
10
月
か
ら
、
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
の
受
け
付
け
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
日
本
年
金
機
構
か

ら
、
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
が
送
ら

れ
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の
人

は
、
早
め
に
請
求
書
（
は
が
き
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
案
内
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で

　

も
、
世
帯
構
成
が
変
更
と
な
っ
た

　

場
合
な
ど
は
受
給
で
き
る
可
能
性

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
４
０
９
２

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
不
測
の
事

態
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
な
ど
の

生
活
を
支
え
る
制
度
で
す
。

　

20
歳
に
な
り
、
他
の
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
人
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
手
続
方
法　

20
歳
の
誕
生
日
前
に

届
く
資
格
取
得
届
を
、
市
役
所
か
年

金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料　

国
民
年
金
の
保
険
料

は
、月
額
１
６
４
１
０
円
（
今
年
度
）

で
す
。

　

納
付
方
法
は
、
納
付
書
、
口
座
振

替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
が
あ
り
、
前

納
に
よ
る
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
。

※
来
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額
１
６

　

５
４
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

◇
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

　

は
、免
除
申
請
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
保

　

険
料
の
免
除
・
猶
予
を
受
け
ら
れ

　

ま
す
。

◇
学
生
の
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例

　

制
度
を
利
用
す
る
と
納
付
が
猶
予

　

さ
れ
ま
す
。
申
請
に
は
、
在
学
証

　

明
書
（
原
本
）
か
、
学
生
証
の
写

　

し
が
必
要
で
す
。

※
対
象
と
な
ら
な
い
学
校
が
あ
り
ま

　

す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
免
除
・
猶
予
期
間
の
年
金
（
た
だ

し
、
一
部
納
付
は
免
除
後
の
保
険
料

を
納
め
て
い
る
こ
と
が
要
件
）

◇
免
除
・
猶
予
期
間
は
、「
年
金
を

　

受
け
取
る
際
の
受
給
資
格
期
間
」

　

に
算
入
さ
れ
、
免
除
期
間
は
納
め

　

た
保
険
料
に
よ
り
、
年
金
額
へ
反

　

映
さ
れ
ま
す
。

◇
免
除
・
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
保

　

険
料
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納

　

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。た
だ
し
、

　

３
年
度
目
以
降
に
な
る
と
加
算
額

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

　

国
民
年
金
加
入
期
間
中
の
病
気
や

事
故
に
よ
り
、
障
が
い
や
死
亡
と
い

う
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

障
が
い
の
状
態
に
応
じ
て
障
害
基
礎

年
金
、
対
象
と
な
る
遺
族
は
遺
族
基

礎
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
要
件

を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
34
‐
６
１
１
１　

◇
市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
５

軽
自
動
車
税
申
告
窓
口
変
更

　

一
部
車
種
に
か
か
る
軽
自
動
車
税

申
告
窓
口
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
変
更
日　

１
月
６
日
（
月
）

▼
申
告
場
所

　

鳥
取
県
自
動
車
整
備
振
興
会
11
番

窓
口（
鳥
取
市
丸
山
町
２
３
３
番
地
）

※
鳥
取
運
輸
支
局
の
隣
り

▼
窓
口
が
変
更
と
な
る
車
種

◇
軽
二
輪
（
総
排
気
量
１
２
５
cc
を

　

超
え
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）

◇
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
総
排
気
量

　

２
５
０
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
）

※
他
の
車
種
は
、変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

◇
正
確
な
軽
自
動
車
税
業
務
を
行
う

　

た
め
、
窓
口
で
軽
自
動
車
届
出
済

　

証
ま
た
は
自
動
車
検
査
証
の
コ
ピ

　

ー
を
と
り
ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。

◇
他
県
か
ら
転
入
し
た
場
合
の
、
転

　

出
元
市
区
町
村
へ
の
軽
自
動
車
税

　

廃
車
申
告
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

　

転
出
元
市
区
町
村
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
い
た
だ
く
か
、
一
般
社
団
法
人

　

全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
鳥
取

　

事
務
所
に
ご
依
頼
（
有
償
）
く
だ

　

さ
い
。

※
一
般
社
団
法
人
全
国
軽
自
動
車
協

　

会
連
合
会
鳥
取
事
務
所

　
　

☎
０
８
５
７
‐
28
‐
７
０
２
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
７
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入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女
湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男
湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
家
屋
は
、

固
定
資
産
税
課
税
の
た
め
家
屋
調
査

が
必
要
で
す
。
調
査
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
が
終
了
し
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
新
築
・
増
築

　

昨
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋

（
物
置
、
車
庫
を
含
む
）
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

▼
家
屋
の
取
り
壊
し

　

昨
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

▼
家
屋
の
用
途
変
更

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
工
事
で
住
宅
に
す
る

な
ど
用
途
変
更
し
た
場
合
は
、
翌
年

度
以
降
の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
特
に
用
途
を
住
宅
に
変
更

し
た
場
合
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
で

土
地
の
税
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に

　

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
法
務
局

　

へ
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

　

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

「
一
株
植
樹
」
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

  ｢

一
株
植
樹｣

運
動
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
緑
化
推
進
運
動
の
一
つ

で
、
記
念
植
樹
や
家
庭
環
境
の
緑
化

な
ど
に
適
し
た
優
良
な
苗
木
を
格
安

で
斡
旋
し
ま
す
。

▼
樹　

種

　

豊
後
ウ
メ
、
オ
リ
ー
ブ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
ア
ジ
サ
イ
ほ
か
約
30
種

※
苗
木
の
花
の
色
等
は
指
定
で
き
ま

　

せ
ん
。

▼
価
格
（
一
株
）

　

１
４
０
円
〜
８
５
０
円

▼
申
込
期
限　

2
月
７
日
（
金
）

▼
苗
木
の
配
布　

3
月
６
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

窓
口
で
申
込
書
に
記
入
し
、
代
金

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

農
業
委
員
会
情
報

「
農
地
の
相
続
に
つ
い
て
」 

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
農
業

委
員
会
に
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３
）
こ

れ
は
、
相
続
で
農
地
を
取
得
さ
れ
た

人
を
把
握
し
、
農
地
の
貸
し
借
り
等

に
際
し
て
、
手
続
き
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
制
度
で
す
。
近
年
、
相
続

手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
農
地
が
増

加
し
て
お
り
、
農
地
の
貸
し
借
り
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

（
農
政
課
内
）
の
窓
口
で
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
所
有
者
の
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
畑
地
の
貸
し
借

り
（
農
業
振
興
地
域
内
に
限
る
）
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
耕
作
さ
れ
て

い
な
い
畑
を
お
持
ち
の
人
は
、
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

種 別 測量、設計 測量、設計 機械器具設置

工 事 名
矢尻川排水区
雨水実施設計
業務委託

西工業団地排水路
詳細設計業務委託

外江南・渡西マンホール
ポンプ築造工事
（機械・電気）

入 札 日 １１月１３日 １１月１３日 １２月６日

予定価格 16,704 千円 16,537 千円 29,921 千円

落 札 額 15,840 千円 15,675 千円 27,418 千円

落 札 率 94.8% 94.8％ 91.6%

落 札 者
㈱ワーパス
境港営業所

㈱ヒノコンサル
タント境港営業所

新明和工業㈱流体事業部
営業本部中国支店

有　

料　

広　

告  
      
      

17　令和２年１月
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償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　

事
業
者
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
毎

年
1
月
1
日
現
在
で
所
有
す
る
償
却

資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
申
告
対
象
者

　

１
月
１
日
現
在
、
境
港
市
内
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人

の
う
ち
、
事
業
用
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
。

※
次
の
場
合
も
償
却
資
産
の
申
告
が

　

必
要
で
す
。

・
工
場
、
商
店
を
経
営
し
て
い
る
人

・
農
業
、
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る
人

・
理
容
業
、
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン

　

グ
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、
施
術
所

　

を
経
営
し
て
い
る
人

・
ア
パ
ー
ト
、
駐
車
場
を
経
営
し
て

　

い
る
人

・
太
陽
光
発
電
設
備
（
事
業
用
）
を

　

設
置
し
て
い
る
人

▼
提
出
す
る
も
の

　

償
却
資
産
申
告
書

※
資
産
に
異
動
が
あ
る
場
合
は
、
種

　

類
別
明
細
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
前
年
中
に
資
産
の
異
動
が
な
い
場

　

合
や
減
価
償
却
を
終
え
て
い
る
場

　

合
、
廃
業
・
休
業
し
た
場
合
も
申

　

告
が
必
要
で
す
。

▼
提
出
期
限　

１
月
31
日
（
金
）

※
償
却
資
産
所
有
者
を
対
象
に
申
告

　

内
容
の
確
認
の
た
め
に
実
地
調
査

　

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

　

個
人
の
事
業
者
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
の
定
め
に
よ
り
、
償
却
資
産
の

申
告
の
際
に
所
有
者
本
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
確
認
と
身
元
確
認
が
必
要
で

す
。
申
告
書
に
併
せ
て
、
次
の
書
類

（
①
ま
た
は
②
）
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
（
郵
送
の
場
合
は
写
し
の
添
付
）。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
表
面
、

　

裏
面
）

②
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
本
人
確
認
書

　

類
（
運
転
免
許
証
等
）

※
代
理
人
が
申
告
書
を
持
参
す
る
場

　

合
は
、
委
任
状
・
所
有
者
の
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ

　

ー
ド
・
代
理
人
自
身
の
本
人
確
認

　

書
類
（
所
有
者
の
本
人
確
認
書
類

　

は
不
要
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
過
去
に
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
申
告
し
た

　

際
に
右
記
書
類
の
添
付
が
あ
る
場

　

合
は
、
右
記
書
類
は
不
要
で
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

中
小
企
業
福
利
厚
生
支
援

　

一
般
財
団
法
人
米
子
市
勤
労
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
イ
サ

ポ
ー
ト
よ
な
ご
）
は
、
鳥
取
県
西
部

地
域
の
中
小
企
業
の
福
利
厚
生
の
充

実
を
図
る
た
め
に
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
会
員
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
ジ
ョ
イ
サ
ポ
ー
ト
よ
な
ご
の
特
徴

　

１
人
あ
た
り
月
会
費
１
０
０
０
円

と
年
会
費
１
２
０
０
円
で
、
健
康
サ

ポ
ー
ト
、
慶
弔
給
付
、
資
格
取
得
支

援
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
く
ら
し

の
支
援
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

▼
事
業
所
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

◇
定
期
健
康
診
断
や
、
人
間
ド
ッ
ク

　

受
診
料
負
担
軽
減
が
図
れ
ま
す
。

◇
従
業
員
の
慶
弔
金
の
負
担
軽
減
が

　

図
れ
ま
す
。

◇
従
業
員
の
定
着
・
採
用
な
ど
、
事

　

業
所
の
発
展
に
役
立
ち
ま
す
。

▼
働
く
方
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

◇
慶
弔
金
が
状
況
に
応
じ
て
受
け
取

　

れ
ま
す
。

◇
今
後
の
業
務
に
役
立
つ
資
格
を
取

　

得
さ
れ
た
場
合
に
、
助
成
金
が
受

　

け
取
れ
ま
す
。

◇
入
会
時
に
発
行
さ
れ
る
会
員
証
提

　

示
で
、
グ
ル
メ
や
宿
泊
・
温
泉
な

　

ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
等
、
さ
ま
ざ

　

ま
な
提
携
店
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ

　

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
奇
数
月
に
発
行
さ
れ
る
「
ジ
ョ
イ

　

サ
ポ
ー
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
で
推
奨
ツ

　

ア
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画

　

な
ど
の
情
報
を
受
け
取
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人
米
子
市
勤
労
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
イ
サ

ポ
ー
ト
よ
な
ご
）
☎
38
‐
１
１
２
２

■se
rv
ic
e
1
@
d
e
lu
x
e
.o
c
n
.n
e
.jp

移
住
支
援
金

　

境
港
市
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進

お
よ
び
中
小
企
業
等
に
お
け
る
人
手

不
足
の
解
消
の
た
め
、
東
京
圏
（
埼

玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
お
よ
び
神

奈
川
県
）
か
ら
境
港
市
に
転
入
し
、

就
業
等
し
た
人
の
う
ち
、
補
助
要
件

を
満
た
す
人
を
対
象
に
移
住
支
援
金

を
交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
金
額

◇
世
帯
１
０
０
万
円

◇
単
身
60
万
円

▼
補
助
要
件

◇
移
住
元
の
要
件

　

境
港
市
へ
住
民
票
を
移
す
直
前
に
、

連
続
し
て
５
年
以
上
東
京
23
区
に
在

住
し
て
い
た
人
、
も
し
く
は
、
連
続

し
て
５
年
以
上
東
京
圏
に
在
住
し
、

東
京
23
区
へ
通
勤
し
て
い
た
人

◇
移
住
先
の
要
件

　

境
港
市
に
転
入
し
、
次
の
要
件
に

ど
ち
ら
も
該
当
す
る
人

①
令
和
元
年
８
月
５
日
以
降
に
境
港

　

市
へ
転
入
し
、
申
込
時
に
転
入
後

　

３
カ
月
以
上
１
年
以
内
で
あ
り
、

　

５
年
以
上
、
継
続
し
て
居
住
す
る

　

意
思
が
あ
る
こ
と

②
移
住
支
援
金
対
象
求
人
に
採
用
さ

　

れ
、
就
業
後
３
カ
月
以
上
で
あ
る

　

こ
と
、
ま
た
は
鳥
取
県
か
ら
起
業

　

支
援
金
の
交
付
決
定
を
受
け
て
い

　

る
こ
と

▼
申
込
方
法

　

必
要
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
っ
て
、
年

　

度
途
中
で
受
付
終
了
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
４
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informationinformation

境
港
ふ
れ
あ
い
・
ほ
っ
と

ア
カ
デ
ミ
ー　

ウ
イ
ン
タ
ー

【
人
権
学
習
講
座
】

　

瞬
時
に
情
報
発
信
が
で
き
て
便
利

な
一
方
、
使
い
方
次
第
で
人
の
心
を

傷
つ
け
る
凶
器
に
も
な
り
う
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
。
ネ
ッ
ト
社
会
と
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

   

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
演　

題

　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
」
〜
あ
な
た
も
加
害
者
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
〜

▼
講　

師　

中
尾
和
則
さ
ん
（
公
益

社
団
法
人
鳥
取
県
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
専
任
研
究
員
）

※
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事

務
局（
地
域
振
興
課
人
権
政
策
室
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
国
際
交
流
の
日
〜
韓
国
＆
ロ
シ
ア

を
楽
し
も
う
〜
】

　

韓
国
と
ロ
シ
ア
を
満
喫
す
る
一

日
。
韓
国
料
理
の
ふ
る
ま
い
や
マ
ト

リ
ョ
ー
シ
カ
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
当
日
は
、
入
館
料
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
３
８
０
０

カ
ニ
感
謝
祭

　

妖
怪
た
ち
と
一
緒
に
パ
レ
ー
ド
し

て
、
リ
ヤ
カ
ー
い
っ
ぱ
い
の
カ
ニ
を

妖
怪
神
社
に
奉
納
し
ま
す
。
パ
レ
ー

ド
参
加
者
先
着
３
０
０
人
に
は
、
カ

ニ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ニ
料
理
の
ふ
る
ま
い
や

芸
能
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
天
候
に
よ
り
、
内
容
が
変
更
さ
れ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
45
分
〜

▼
と
こ
ろ

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
か
ら
妖
怪

神
社

▼
パ
レ
ー
ド
参
加
申
し
込
み

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
で
、
当
日

午
前
10
時
か
ら
受
付

※
先
着
３
０
０
人
に
、
カ
ニ
引
換
券

　

配
布

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実

行
委
員
会
（
水
産
商
工
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
５

防
災
講
演
会

　

国
の
事
業
で
あ
る
「
災
害
伝
承
10

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
活
用
し
、
東

日
本
大
震
災
の
語
り
部
を
派
遣
い
た

だ
き
開
催
し
ま
す
。
貴
重
な
お
話
が

聞
け
る
よ
い
機
会
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
定　

員

80
人

▼
内　

容

◇
東
日
本
大
震
災
の
体
験
談
、
教
訓

　

に
つ
い
て

◇
自
助
、
共
助
の
大
切
さ　

な
ど

▼
講　

師

　

仲
條
富
夫
さ
ん
（
い
い
お
か
津
波

語
り
継
ぐ
会
）

※
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
１

市
職
員

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）】

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
保
育
士
（
期
間
業
務
）
２
人
程
度

▼
年
齢
・
資
格
要
件
・
勤
務
条
件
等

　

実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

２
月
１
日
（
土
）

▼
応
募
期
限　
　

１
月
20
日
（
月
）

▼
試
験
日

　

応
募
者
へ
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
（
週
29
時
間

勤
務
）】

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
保
健
師　

１
人

◇
認
知
症
地
域
支
援
員　

１
人

▼
年
齢
・
資
格
要
件
・
勤
務
条
件
等

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
水
）

▼
応
募
期
限　
　

２
月
５
日
（
水
）

▼
試
験
日　
　
　

２
月
16
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係
☎
47
‐
１
０
０
９

事
業
計
画
案
へ
の
意
見

　

市
で
は
、
幼
児
教
育
・
保
育
お
よ

び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

の
提
供
体
制
の
確
保
と
円
滑
な
実
施

の
た
め
、
策
定
中
の
「
第
二
期
境
港

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
（
令
和
２
年
度
〜
令
和
６
年
度
）

（
案
）」
に
つ
い
て
、
広
く
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

１
月
20
日
（
月
）
ま
で

▼
計
画
（
案
）
の
公
開
場
所

　

子
育
て
支
援
課
窓
口
、
各
公
民
館
、

市
内
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
、
ひ
ま
わ
り
、
き
ら
き
ら
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法

　

意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

明
記
し
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
意
見
へ
の
回
答

　

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
討
内
容
を
公
表

し
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
児
童
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
５

　
　
　
　
　
　
　

■
47
‐
１
１
１
２
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み
な
〜
と
カ
フ
ェ

【
救
急
講
演
＆
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

〜
大
切
な
人
の
い
の
ち
を
守
る
〜
】

　

今
年
度
６
回
目
の
み
な
〜
と
カ

フ
ェ
は
救
急
救
命
講
習
で
す
。

　

冬
に
多
い
病
気
（
脳
血
管
障
害
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
）
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
救
急
救
命
法

を
教
わ
り
ま
す
。

　

継
続
し
た
講
習
が
大
切
で
す
。
も

し
も
の
時
の
た
め
に
学
び
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

１
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館

▼
講　

師

　

救
急
救
命
士
（
境
港
消
防
署
）

▼
定　

員

20
名　

▼
申
込
期
限　

１
月
20
日
（
月
）　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

推
進
会
議　

委
員

　

市
民
の
行
政
活
動
へ
の
参
加
や
市

民
活
動
団
体
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
の
取
り

組
み
に
対
し
て
助
言
な
ど
を
行
う

「
境
港
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
満
18
歳
以
上

の
人
（
平
日
夜
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
）

▼
募
集
人
数　

若
干
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査

　

の
う
え
抽
選
で
決
定

▼
任　

期

　

３
月
下
旬
の
会
議
か
ら
２
年
間

▼
業
務
内
容

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
諸
課
題

の
協
議
、
市
民
活
動
補
助
金
の
審
査
、

参
加
と
協
働
の
実
施
状
況
の
評
価
等

▼
会
議
開
催　

年
５
回
程
度

※
会
議
出
席
の
都
度
、
報
酬
を
支
給

　

し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

自
己
紹
介
と
応
募
の
動
機
を
４
０

０
字
（
原
稿
用
紙
１
枚
）
程
度
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

１
月
31
日
（
金
）（
必
着
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
４

　
　
　
　
　
　
　

■
47
‐
１
２
０
５

■c
h
iik
ish
in
k
o
u
@
c
ity
.sa
k
a
im
i

n
a
to
.lg
.jp

職
業
訓
練
受
講
生

（
求
職
者
対
象
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
求
職
者
支

援
訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
訓
練
科　

オ
フ
ィ
ス
事
務
科

▼
訓
練
概
要

　

簿
記
・
経
理
と
電
子
会
計
・
事
務

用
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
一
般
、
経
理
、

営
業
・
販
売
関
連
事
務
お
よ
び
Ｈ
Ｐ

更
新
等
に
係
る
知
識
・
技
能
等
の
習

得
。

▼
定　

員

12
名

▼
訓
練
期
間

　

２
月
３
日（
月
）〜
７
月
２
日（
木
）

▼
募
集
期
限

　

１
月
22
日
（
水
）
正
午

▼
応
募
資
格　

就
職
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
は
、
別
途

　

必
要
。

▼
訓
練
場
所

　

有
限
会
社
米
子
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー
（
境
港
市
松
ヶ
枝
町
）

▼
そ
の
他

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
は
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子　

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

日
本
健
康
マ
ス
タ
ー
検
定

【
健
康
寿
命
は
、
の
ば
せ
る
。】

　

い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
「
健
康
リ

テ
ラ
シ
ー
」
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
？

▼
と　

き　

３
月
１
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

松
江
市
内

▼
コ
ー
ス
お
よ
び
受
験
料(

税
込)

◇
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス　

5
千
円

　

健
康
情
報
の
真
偽
を
見
極
め
る
力

を
身
に
つ
け
、
い
き
い
き
と
過
ご
し

た
い
人

◇
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス　

8
千
円

　

他
者
に
対
し
て
も
健
康
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ

け
た
い
人

▼
申
込
期
限

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

1
月
28
日（
火
）

◇
郵
便
振
替　
　
　

1
月
27
日（
月
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
協

会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
振
込
用
紙
を

使
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
置
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な

ど▼
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人
日
本
健
康
生
活
推

進
協
会

　

☎
03
‐
６
２
６
８
‐
８
４
４
７

　

■h
ttp
s //k

e
n
k
e
n
.o
r.jp
/

　

ま
た
は「
健
康
マ
ス
タ
ー
」で
検
索
。

有　

料　

広　

告

Web

Mail

FAX

市報さかいみなと　20



informationinformationinformationinformation

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教
室
・
大
会
参
加
者

【
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
】

▼
対　

象

　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
者
お
よ

び
勤
務
者

▼
と　

き　

２
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時

※
当
日
、
午
前
９
時
30
分
に
だ
い
せ

　

ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

▼
講　

師

　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

▼
受
講
料　

２
千
円

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）

◇
ス
キ
ー　

10
人

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド　

５
人

▼
申
込
期
限　

１
月
31
日
（
金
）

【
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
】

　

市
民
総
合
体
育
大
会
（
ス
キ
ー
競

技
の
部
）
兼
境
港
市
民
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
と　

き

　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
部　

門

◇
ス
キ
ー
の
部

・
小
学
生
男
子

・
小
学
生
女
子

・
一
般
男
子
（
中
学
生
以
上
）

・
一
般
女
子
（
中
学
生
以
上
）

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

・
男
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

・
女
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
者
お
よ
び
勤
務
者
、
市

ス
キ
ー
協
会
員

※
オ
ー
プ
ン
参
加
資
格
は
市
在
住
者

　

・
勤
務
者
以
外
も
認
め
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

２
月
６
日
（
木
）
午
後
５
時

【
共
通
事
項
】

◇
応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
責
任

　

は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
傷

　

害
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
雪
不
足
、
気
象
条
件
な
ど
で
中
止

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館

内
）　
　
　
　
　

☎
42
‐
６
７
７
０

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

１
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　

２
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

出
張
！

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
お
仕
事
相
談
室
①
】

▼
と　

き　

１
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５
境
港
店

【
お
仕
事
相
談
室
②
】

▼
と　

き　

１
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

外
江
公
民
館

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
会
】

▼
と　

き　

２
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

※
「
子
育
て
応
援
お
仕
事
相
談
室
」

　

も
開
催
し
ま
す
。
日
程
等
は
、
本

　

紙
25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

相相  

談談

2020 3 3
6 2 5

520

有　

料　

広　

告

市ホームページバナー広告募集中
境港市ホームページのトップページに、

広告・リンクが掲載できます。（月額５千円）

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
（https://www.city.sakaiminato.lg.jp/
 index.php?view=109309）
◆申し込み・問い合わせ先
　地域振興課　広報情報係　☎４７－１０１０

市公式 Twitter
@SakaiminatoCity

https://twitter.com/
SakaiminatoCity

公式ウェブサイトの情報等を

つぶやいています。

21　令和２年１月



防災行政無線情報が中海テレビ放送でも確認できます
　１月６日正午から、防災行政無線情報（防災・危機管理情報、防犯情報）を中海テレビ放送で確認することがで

きるようになります。

　これは、中海テレビ放送開局30周年記念事業の一環として、境港市と共同で実施するもので、屋外放送が聞き

取りにくい場合や、聴覚障がい者の方等へ、確実に防災情報をお届けするための、防災行政無線の補完的手段とな

るものです。

▼確認方法

　防災行政無線の放送があった時、中海

テレビ放送（111ch、121ch、123ch）

のチャンネルを選択すると（右画面のよう

に）テレビ画面上部にテロップが流れ、防

災行政無線の放送内容が、確認できます。

▼確認できる情報

◇防災・危機管理情報

　（例：台風への警戒、避難情報、避難所開設等）

◇防犯情報（例：不審者情報、行方不明者の捜索等）

▼問い合わせ先　自治防災課危機管理室　☎４７－１０７１

クラブ名 住所 電話番号

渡児童クラブ
渡町1424番地

（旧こまどり幼稚園内）

090‐ 6832

‐ 0098

外江児童クラブ
外江町2105番地

（外江小学校内）

090‐ 5376

‐ 8610

境児童クラブ
湊町27番地

（境小学校内）

090‐ 9412

‐ 6543

上道児童クラブ
上道町3026番地

（上道小学校クラブハウス内）

090‐ 7509

‐ 3145

余子児童クラブ
竹内町3117番地

（余子小学校内）

080‐ 5615

‐ 2905

中浜児童クラブ
小篠津町450番地

（しらぎく会館内）

090‐ 7374

‐ 4020

夕日ヶ丘学童

クラブ　※
夕日ヶ丘1丁目 66番地 45‐ 4433

放課後児童クラブ入会児童募集

▼対　象

　今年４月に小学校に在学していて、就労等の理由

により昼間家庭に父母等がいない児童

▼受付期間　１月８日（水）～３１日（金）

※先着順ではありません。

　審査によって入会を決定します。

※申請書等は、教育総務課窓口および各児童クラブ

　にあります。

※現在入会している人も、入会申請が必要です。

※応募者多数の場合は低学年の児童を優先するため、

　待機となる場合があります。

▼提出方法

　申請書類に記入し、入会を希望する児童クラブに

　提出してください。

▼問い合わせ先

　◇教育総務課学事係　☎４７－１０８５

　◇各児童クラブ（右表参照）

※夕日ヶ丘学童クラブ（民間）は、入会基準および受付

　期間等が左記と異なりますので、直接お問い合わせく

　ださい。

informationinformationinformationinformation

　　　　赤ちゃんとご家族の幸せを願い

　　　  ファーストシューズを送ります
　

　山陰アシックス工業株式会社さまのご協力により、赤ちゃんの
名前と誕生日が入ったファーストシューズを贈ります。

▼対象　１月１日以降に生まれ、境港市に出生届を提出（住民登録）した赤ちゃん

▼手続き方法　出生届の提出後、健康推進課で手続きしてください。

▼問い合わせ先　健康推進課母子保健係　☎４７－１０４１

市報さかいみなと　22



地域包括支援センターからの
　　　　　　　　　お知らせ

認知症予防サークル学習・交流会！　今年度も開催しました。

市内には認知症予防のために、各地区で自主活動をしているサークルが１５団体あります。年に1

回、全サークルが集まり学習・交流会を行っていますが、１２回目となる今年は１１月３０日にナマ

ステホールで開催し、発足当時から関わって頂いている広島国際大学教授の大井博司先生から、認知

症に関する最新の情報提供をして頂くとともに、自分たちでどんな街だったらよいかなどグループ

ワーク行いました。この会は毎年、テーマに沿って考えたり、思いを発言したり、他のサークルと楽

しく交流する機会になっています。

　運動と脳トレを同時に行うコグニサイズも取り入れ、参加者から認知症について楽しく学べたとの

感想が多く寄せられており、これからも続けていく予定です。

　皆さんもサークルの仲間に加わり、地域全体で認知症の予防に取り組んでいきましょう。サークル

については、地域包括支援センターまでお問い合わせください。

はまカフェ（はまかぜ認知症カフェ）

　季節のお菓子・ひきたてのコーヒーなどを楽し

みながら、認知症について学んでみませんか？

　どなたでも参加いただけます。

▼と　き　１月２２日（水）午後１時～３時

▼ところ　済生会地域ケアセンター１階

　　　　　はまカフェ

▼参加費　１００円

　専門のスタッフに、物忘れや介護の相談ができま

す。

▼問い合わせ先

　介護老人保健施設はまかぜ　☎４２－３１９０

【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

おれんじカフェさかいみなと

▼ところ　老人福祉センター（浜の里）

認知症の人を介護する家族のつどい

　認知症に関することや、介護の悩みを話す場所です。

▼と　き　１月２０日（月）午前１０時～正午

▼参加費　１００円

おれんじカフェさかいみなと

　どなたでも参加でき、相談や介護など情報交換の場と

して気軽に立ち寄れる場所です。

　今回は、アロマ香るスプレーをつくります。

▼と　き　１月２７日（月）午前１０時～正午

▼参加費　２００円

参加者の感想

・認知症について考えたり、意見を交

　換したりできて勉強になった。

・他地区のサークルとの交流もできて

　楽しかった

「認知症になっても安心して暮らせるまちづくり市民大会」

　認知症に関する最新の情報のほか、今回は若年認知症につ

いての情報もお話して頂きます。

▼と　き　１月１８日（土）午後１時３０分～３時１０分

▼ところ　文化ホール

【講演会１】テーマ「認知症について」

▼講　師　済生会境港総合病院

　　　　　脳神経内科特任部長　粟木悦子さん

【講演会２】テーマ「地域でのよりよい日々のために」

▼講　師　鳥取県若年認知症サポートセンター

　　　　　センター長　前田好子さん

グループワークの様子

講話の様子
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子育て
ひろば

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付して

います。１月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が平成３１年２月、令和元年５月、

　８月の人は、１月３１日（金）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

※令和元年６月、７月生まれのお子さんの場合、６カ

　月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和元年８月～１０月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和元年５月～７月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成31年２月～４月 出生月の９～11カ月後

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！親子はみがき教室と誕生会】

※申し込み不要

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１月２１日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　歯科衛生士さんのお話、ブラッシング指導

　　　　　１月生まれの誕生会

　　　　　身体計測・手形・足形など

▼持ち物　歯ブラシ、コップ、タオル

【0歳さんあつまれ～！】※要事前申し込み

▼対　象　満１歳までの親子

▼と　き　1月２４日（金）※今回は金曜日の開催です。

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　 「親子でわらべうたを楽しみましょう」

　　　　　月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　離乳食・発達・しつけの相談　など

▼定　員　３０組　　 ▼申込期限　１月１７日（金）

【まめまき集会】※申し込み不要

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　２月３日（月）午前１０時３０分～（１時間）

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　親子で節分の行事を体験しましょう

　　　　　歌、ダンス、まめまき　等　

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日午前１１時～

▼ところ　子ども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

認定こども園　美哉幼稚園
【わくわくクラブ「鬼のおめんを作ろう！！」】

※申し込み不要

▼と　き　１月１６日（木）　午前１０時～お昼頃

【園庭・えほん館の開放】

　毎日園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸し

出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせく

ださい。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と

同じです。

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【１日入園】

▼対　象　当園に入園を予定している人

▼と　き　１月２５日（土）午前１０時～

【園舎開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

両親学級

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

　　　　　※妊婦さんお一人の参加も大丈夫です。

▼と　き　１月２６日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要です。

▼ところ　保健相談センター

▼内　容　◇ようこそ赤ちゃん！～沐浴をしてみよう～

　　　　　◇予防接種について知ろう！

※託児あり。申し込みの時にお知らせください。

▼申込期限　１月２３日（木）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課母子保健係　☎４７－１０４２
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内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日
※１月３日はお休みします

11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※１月１日はお休みします

11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

かみしばいと英語の読み聞かせ
（市民図書館☎４７－１０９９）

毎月第４土曜日 14：30～ 15：00 市民図書館

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  1 月 29日（水）
12：45／ 13：15

令和元年6月生まれの幼児

健康推進課
　☎47-1042

※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を
　持参してください

会場
　保健相談センター

  2 月 26日（水） 令和元年7月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

  1 月 30日（木）
12：50／ 13：25

平成 30年 6月生まれの幼児

  2 月 27日（木） 平成30年 7月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  1 月 16日（木）
12：45／ 13：15

平成 28年 12月生まれの幼児

  2月　6日（木） 平成29年 1月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  2 月 18日（火）

9:30～ 12:00
（受付 10:30 まで）

妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
（5～ 8カ月児）10:00 ～ 10:40
（9カ月～1歳 6カ月児）
　　　　　　　10:50～11:30

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

妊活相談 9:00～12:00（受付11:00まで）お子さんを希望する人

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※子ども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45-0116

「ひまわり」

　☎21-8103

子育て応援お仕事相談室

　子育てと両立できるお仕事を紹介しています。

▼と　き

◇１月１６日（木）、２９日（水）、２月６日（木）

　午後０時３０分～３時３０分

◇１月３０日（木）

　午前１０時３０分～午後１時

　※３０日は子育て中の人を対象とした、企業合同

　　説明会です。

▼ところ

　保健相談センター

▼問い合わせ先

　県立境港ハローワーク　☎４４－３３９５

※その他のお仕事相談室日程については、

　本紙２１ページをご覧ください。

子どもわいわいカーニバル

▼と　き　２月２２日（土）午前１０時～正午

▼ところ　老人福祉センター（浜の里）

【子どもフリマ出店者募集】

▼条　件　小学生（３年生以下は保護者同伴）で、事前

　　　　　説明会に出席できる人

▼出店料（１店舗）　５００円　

▼定　員　１０組（先着）

▼申し込み方法　名前・学年・連絡先を明記し、メールで

　　　　　　　　申し込みください。

▼事前説明会

◇と　き　２月１日（土）午前９時３０分～（１時間程度）

◇ところ　老人福祉センター（浜の里）　会議室

▼申し込み・問い合わせ先　境港親と子どもの劇場

　☎０８０－２９０２－５５３３

　■sakaioyatoko@docomo.ne.jpMail
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今月の新規・寄贈図書
【一般書】
◇人生おたすけ処方本　　　　　（三宅香帆）

◇みらいおにぎり　　　　　　　（桧山タミ）

◇忘れられた天才井上毅　　　　（井上俊輔）

◇主人公はきみだ　　　　　　　（中山千夏）

◇アリバイ崩し承ります　　　（大山誠一郎）

◇会社員不適合者　　　　　　（松本あずみ）

◇明智光秀の生涯　　　　　　　（諏訪勝則）

【児童書】
◇王さまのしょくじ　　　（あいざわくにこ）

◇おしょうがつのかみさま　（おくはらゆめ）

◇新幹線と特急大百科

◇なりきり生きもの図鑑〈全４巻〉

◇セミ　　　　　　　　　（ショーン・タン）

◇だいじょうぶだよ　　　　　（長谷川和夫）

◇オンライン！　　　　　　　（雨蛙ミドリ）

　　　　　　　　　　　　　　計４０５冊

☆貸出冊数・期間　　　１人５冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！
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と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
1月 18日（土）

2月 1日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14：00～ 無　料

図書館関連 催し物

　昨年も大好評だった新年の福袋を、今年の開館初日の

１月４日から始めています。

　「外に出よう」（アウトドア関連）「きれいにしたい」（断

捨離関連）など、いろいろなジャンルをご用意しています。

今年は子ども用も作っています。ちなみに、どの袋にも

本が３冊入っています。これまで読んだことのないジャ

ンルとの出会いがあるかも。

　どんな本が入っているのかお楽しみです。

新しい図書館について一緒に考えませんか
　１２月１５日（日）の読書まつりには、多くの人にお

越しいただきありがとうございました。

　当日に行いました講演会・ワークショップの話題を受

けて、令和４年度にできる図書交流広場についての第２

回のワークショップを開きます。
▼と　き　１月１８日（土）午後２時～４時３０分

▼ところ　保健相談センター講堂
　誰でも参加できます。（事前に申し込みが必要です。）

今年もやります、福袋！

▼問い合わせ先
　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　１月１９日（午前９時～正午）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集 
≪１月の対象日≫ 
　１月１３日（月・成人の日）

　※月曜日収集該当地区のみの収集となります。

　※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

お忘れなく！
市 県 民 税 ４ 期

国 民 健 康 保 険 税 ７ 期

後期高齢者医療保険料７ 期

介 護 保 険 料 ５ 期

の納期限は

１月３１日（金）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
後２０日以内に督促状を発送します

ごみの収集・受け入れごみの収集・受け入れ
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－境港市の人口－
　　男　：16,401人（＋ 3）
　　　女　：17,547人（－ 14）
　　合　計：33,948人（－ 11）
　　世帯数：15,305世帯（＋5）

　※令和元年11月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
1月  9 日（木）
2月 13日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
1月 10 日（金）
2月 14 日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取行政監視
       行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

心配ごと相談 1月 17 日（金） 13：30 ～ 15：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
1月 10 日（金）
1月 24 日（金）
2月  7 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

1月 24 日（金） 18：00 ～ 20：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※前日までに要予約

多重債務・法律
相  談  会

1 月 16 日（木） 13：30 ～ 15：00

鳥取県西部総合事務所
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
1月 14 日（火）
2月  4 日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

1月 27 日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

1月 10日（金）
　　～ 20日（月）

フォトクラブ・フィッシュアイ写真展
海とくらし
の史料館

9：30～
17：00※

海とくらしの史料館
☎44ー 2000

写真展無料

1月 12日（日） 成人式 文化ホール
 受付 12：30～
 式典 13：30～

境港市生涯学習課    
☎ 47－ 1091

無　料
（関係者のみ）

1月 18日（土）
「認知症になっても安心して暮らせる
まちづくり市民大会」講演会

文化ホール
13：30～

15：10

境港市長寿社会課    
☎ 47－ 1131

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp

※最終入館 16：30

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

27　令和２年１月



□
編
集
・
発
行
　
境
港
市
総
務
部
地
域
振
興
課

　
〒
6
8
4
-8
5
0
1
鳥
取
県
境
港
市
上
道
町
3
0
0
0
　
☎
0
8
5
9
 ‐
4
7
‐
1
0
1
0

□
発
行
日
 １
月
１
日
　
※
次
回
発
行
は
２
月
１
日

市
報

さ
か
い
み
な
と
1

市役所へのお問い合わせは…
市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、
お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。
　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　すくすく育ってね☆主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

畠 佑
ゆうすけ

輔 ちゃん（H31.4.13 生） と

   お母さんの 唯 さん（渡町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

  強くたくましく育ってね！

橋本 ひまり ちゃん（H31.4.15 生） と

   お母さんの さよこ さん（上道町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

生まれてきてくれてありがとう♡

荒木 優
ゆうしん

心 ちゃん（H31.3.20 生） と

   お母さんの 麻起子 さん（湊町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

   元気に大きく育ってね。

　市内幼稚園・保育園では、魚食普及を始めとした食育事業

に熱心に取り組んでいます。

　今回紹介する「サンマの酢油煮」も、福定町にある「あま

りこ保育園」で１１月に提供された給食メニューになります。

この保育園は美保湾にも近く、中野港漁村市や漁師交流など

にも積極的に参加されています。

　サンマは北日本で主に水揚げされ、秋の味覚の代表格とし

て全国的にも有名な魚です。近年は水揚げ量が少なく心配さ

れているところですが、脂の乗ったサンマは美味しいだけで

なく、青魚に含まれる、ＤＨＡやＥＰＡなども多く、また鉄

分やミネラルも豊富で栄養価が高い魚です。

　サンマの旬は秋ですが、イワシやサバなどの青魚でも同様

に酢油煮にすれば、骨ごと美味しく食べられます。カルシウ

ム不足の現代人にはお薦めの逸品料理です。

水産商工課☎ 47－ 1055  FAX 44－ 7957

41お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①　サンマの頭と尾を切り落とし、内臓を除き洗い、２
　　～３等分にぶつ切りにする。
②　鍋にサンマと調味料、他の材料を入れ、サンマがつ
　　かるくらいに水を入れて火をかける。
③　途中で煮汁が少なくなってきたら水を足し、１時間　
　　くらい煮る。（骨が食べられるくらい柔らかくなれ
　　ば食べ頃）

□材料（４人前）
◇サンマ　　　　４尾

（頭と尾を除く）

◇白ネギ　　　　１本

（３～４ｃｍに切る）　　

◇生姜　　　 １．５ｇ

（うす切り）

◇切り出し昆布

 　　　　　　１．５ｇ

◇酢　　　大さじ２弱

　（園では米酢使用）　　　

◇ごま油　　大さじ１

◇醤油　　大さじ１強

◇酒　　　　大さじ１

◇砂糖　　　大さじ１

サ ン マ の 酢 油 煮


